
授業方法について独自に工夫している点とアンケート結果を受けての改善点

予習復習について、行っている学生があまり見られなかったため、事前学習についての内容を詳細に提示し
ていく必要があると考えます。来年度は事前事後学習についても具体的に口頭でも示していくようにする。

毎時間ふりかえりの時間を確保し、学生の困り感やニーズにあった内容を取り入れるようにした。学校現場
で使える考え方や授業観、授業技術も含めながら教職や授業への魅力を伝え、学生の教職への意欲が高ま
り不安が減るような授業を心がけた。

授業方法について工夫した点は学生同士で議論したり理解を深められるようにグループディスカッションや
それについての発表機会を設け、学生が主体的に授業に取り組むことが出来るように工夫した。一方で基礎
的な知識については通常通りの授業を行い、古典的ではあるが特に板書を取り入れることが意外と学生に
は受けがよく、パワーポイントによる授業よりも効果的であると感じた。授業内ではICTの利用も取り入れて
いるが、基本的にはやはり紙とペンで自身でノートをまとめることは理解や学習意欲につながるように思いま
した。

「道徳教育の理論と方法」では、学生に模擬授業に取り組んでもらった。模擬授業についてはアンケート結
果ではおおむね好評な意見が多かったが、その反面、教員側から提示する講義内容が手薄になってしまった
ことは否めない。そこで、次年度からは、教員からの講義を手厚くするように改善していく。

具体的な例について動画やビデオを視聴することで学習させたいと考えている。

「健康相談活動」が、法律に基づく職務の一つであることを認識したうえで、必要な知識や技術を学んでも
らえるよう講義の内容を心掛けた。自分自身が学校現場で働いている利点を生かして、実際の場面を想像し
てもらえるような関わりをしてきたことを評価してくれている学生さんがいて嬉しかったです。

学生からは、「実際の学校での授業をイメージしながら学ぶことができた」「学習履歴には必ず先生からの
一言があり、自己肯定感が上がった」「指導要領にのっとりながら的確に指導をしていただいた」「他の授業
や自分の専門と結びつけて考えられたのが良かった」など、学びが深まった声が届いた。自分なりに工夫し
ている点が学生にも伝わっていると感じた。一方、授業の満足感はあるものの有意義性で「全くそう思わな
い」と回答した学生が１名いた。来年度の授業も学習履歴の記述などで、学生の声をしっかりひろい、シラバ
スの内容を見直しながら、日々の授業に取り組んでいきたい。

(1)授業方法について独自に工夫している点
私の授業では、学習指導要領の理念を基盤にしながら、第二言語習得（SLA）研究や英語教育の教授法に
関する理論を効果的に統合し、受講生が「理論と実践の往還」を体験できるよう設計している。とくに、音声・
語彙・文構造の習得過程を理解したうえで、小学校・中学校現場で求められる指導法を自ら選択・実践でき
ることを目指している。また、教育実習で即活用できるよう、指導案作成・レポート執筆・体験的ワークショップ
を通して、受講生自身の英語力と授業デザイン力を高める活動を取り入れている。さらに、デジタル教科書や
生成AIを活用した授業デザインも行い、ICTを適切に授業に組み込む力を育成している。これにより、受講
生が「英語力」「指導技術」「ICT活用力」の三つの観点からバランスよく成長できる授業となるよう工夫し
ている。
(2)アンケート結果を受けての改善点
レポート・指導案作成に対するサポートを明確化する。評価基準やモデル例の提示を強化し、受講生が安心
して準備できるようガイドラインをより丁寧に示す。
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授業方法について独自に工夫している点とアンケート結果を受けての改善点

アンケートに回答した学生が受講者19名中５名しかいなかった。アンケートはこの授業「情緒障害者心理演
習」の場合、任意ではなく必須であると伝えたつもりであったが、十分に伝わっていなかったのだろう。最後の
授業の「振り返りシート」のなかでも「授業全体の感想」を記述する欄があったので、学生にとっては重複感
があったのかもしれない。最後から２回目の授業で実施するなど、今後、時期や教示を工夫すべきだと反省し
た。

グループで協力し合い自発的に研究に取り組んでいくため、自分たちが考えてみたいテーマを取り上げても
らった。

技法の習得を目指す部分については、受講生の前で実際に実演をすること、さらに受講生が試行錯誤でき
る時間を確保することを大切にしている。アンケート結果において、そのことを十分に評価して頂いているよう
に見える。

具体例を交え、学生が理解しやすいと思われる表現、教育現場に出た際に活用できる内容を意識した。グ
ループワーク等、授業時間内に学生が活動できる内容、方法を取り入れていきたいと考えている。

教職に就く際に，できるだけICTを活用することができるようロイロノートを継続して使っていることが工夫点
である。

独自の工夫：演習内で図書館で調べ物を進めるグループと教室でデータベースにアクセスして分析をする
グループとを分けて、班の進度に応じた発表レジュメ作成のサポートをしている点。
改善点：班を組むときに個別の能力差が生じた場合、１人に負担がかかる場合がある点。

回答率が依然として低いと思われる。学生にとって、アンケートが義務ではなく単位取得にも影響しないこと
というよりも、別の要因があるように思われる。まず、毎回の授業のリアクションペーパーにおいて学生からの
フィードバックを受ける仕組みにしているので、特に改めて書く必要がないという学生もいた。任意・善意でな
るべく書くように伝えていく。

引き続きゲストスピーカーも交えた実践的な授業を展開していきたい。

アクティブラーニングを積極的に取り入れるとともに、受講生の意見を毎回聴取する仕組みにしている。ただ、
アンケート結果から授業外学習の時間が少ないことが見て取れるため、課題を提示するなどのさらなる工夫
をしていきたい。

講義をオンデマンドで7回，課題とその解説を対面で8回，というように授業内容に合わせて授業形式を二分
して実施した。アンケート結果からは，思いのほか授業外学修時間が少なかったことが伺える。もう少し自ら
調べたり考えたりするだけの幅を持たせた課題を設定すべきであった。

「心と身体」では、講義に動画などを使い学習に役立ったとの意見もあったが、この一方これについての説明
が十分でなかったり、内容が偏っていたとの指摘を受けた。次年度は、動画についての説明や、内容について
検討し改善したい。「公認心理師の職責」では、関心が持てるように講義内容に関連した動画や書籍の紹
介、知識の定着のための小テストなど用意した。受講者より事前の資料があったほうが良いとの意見があっ
たため、次年度に生かしたい。
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授業方法について独自に工夫している点とアンケート結果を受けての改善点

課題や問いかけをもとにした対話型の授業をしています。また、対話しやすい環境を設定することに意識して
います。アンケートの自由記述欄にも学生さんたちが授業を受けやすかったとのコメントがあり嬉しく思いま
す。来年度も対話しやすい環境を設定しつつ、対話型の授業をできたらと考えています。

　アンケート対象とした授業では、実践的な指導力を育成するため、主に２つの工夫を取り入れました。1点目
に、模擬授業を２段階の構成とした点です。1回目は文科省の映像を基に基礎を確認し、2回目はその次の
時間を自ら設計・実施する形をとりました。これにより、単発の授業に留まらない単元全体を見通した計画力
を養う機会としました。２点目に、現職教員2名をお招きし、現職の先生方が実際にどのように単元計画を立
て、授業を組み立てているのかを具体的に説明していただきました。現場の知見を直接学ぶことで、自分たち
の授業づくりに活かせるようにしました。　アンケート結果を受けた改善点としては、今回初めて試みた2回目
の模擬授業の運用が挙げられます。昨年度の反省を生かし、後半部分の構成を大幅に変更しながら進めた
ため、一部の学生に若干の混乱を招いた可能性があります。今後は、新たな試みを行うという柔軟性を保ち
つつ、変更の意図をより丁寧に説明し、より円滑に進められるように努めたいと思います。

グループワークなどを積極的に取り入れ、学生のアクティブラーニングを推進するようにした。学校現場での
指導上の課題など具体的な指導方法を授業の題材としてとりあげ現実感を持って取り組めるようにした。ア
ンケートの結果は概ね好評であったが、回答率が低かったため今後はアンケートへの協力を今期よりも強く
呼び掛けるようにする。

受講生のニーズにあわせ、よりわかりやすい授業をするように努力してまいります。

授業内容では対話により学びが深まったというコメントをいただいた。授業方法では、毎回「視点を定める議
論」と「その視点での議論」を実施している。今後も大切にしていきたい。（未提出の回答が多かったので、授
業終了時及び授業後半にて実施して学生の貴重な意見をいただけるようにしていきたい。）

授業の中で実際に学びが活用できるように、学生同士が話し合う場をつくるように工夫をした。アンケート結
果を受けて、学生が自ら学ぶ時間が少ないと感じたので、学生が学びやすい方法を今後検討していきたい。

講義内容や実施形式について、肯定的な意見が見られた。今後も、より学びやすい授業作りに取り組んでい
きたい。

毎時間、ふりかえりをTeamsで共有して、お互いに読み合って共に学ぶ場を作りました。動画の提出物につ
いては、全員に毎回コメントを書き良いところと改善できるとよいことを伝えました。アンケートの結果や記述
からも、それらの活動の良さを実感してくれていました。今後も、フィードバックの内容改善に努めていきたい
と思います。
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授業方法について独自に工夫している点とアンケート結果を受けての改善点

工夫している点は次の三点です。一点目は、対象への学習意欲を重要視しており、「やれそうかも」「なんだ、
そうすればよいのか」という反応が出るように心がけています。二点目は、1回目から15回目までの授業を通
して、教材研究（教科内容）についての着眼点が、段階的に積み上がるようにしています。三点目は、日々の
振り返りを書くことで、学習内容だけでなく、学習への取り組み方や生活を振り返ることも意図しています。授
業評価アンケートはほぼ良い評価でしたが、一点、出席の取り方について、意図が伝わっていない学生が1
人だけいました。説明の仕方について考慮したいと思います。

まなびねっとを用いて、掲示板に事例について意見を各自述べれる形式を用いるなど相互意見交流を活発
化するような取り組みもしている。

毎回，練習問題を解答付きで公開し，課題として提出させている。解答付きで公開しているのは，理解できず
に課題に取り組めない学生への配慮のためである。対面講義の補助として講義動画も公開しており，学生
が自ら学ぶことを意識した講義設計にしている。一方で，課題を解答付きで公開しているため，十分に理解
しないまま写して提出している学生も一定数いるようであり，課題の扱いについては今後検討していく必要が
あると感じている。アンケートの内容については，「授業が分かりやすい」，「証明が丁寧である」など，概ね授
業内容に好意的な意見が多かった。細やかな指摘もいくつか見受けられたため，改善できる点については
今後改善していきたい。

この授業では「ヘルスサイエンス」をテーマとして、将来社会人となる前の最後の体系的学習の機会として、
健康に関する基礎的かつ包括的な知識を身につけることを目的としています。現在から将来にわたる自身の
健康のみならず、次世代の健康の保持・増進にも寄与できるよう、健康とその周辺領域について理解し説明
できる力の育成を目標としています。そのため、扱う内容は多岐にわたり、学習範囲は広範であります。授業
方法の工夫としては、内容を視覚的に理解しやすくするために図表を多用したスライドを作成し、関連動画を
活用しました。また、復習しやすい環境を整えるため、使用したスライドをまなびネットで事前・事後に提示しま
した。さらに、教育職を目指す学生が多いという受講生の特性を踏まえ、各トピックが教育職の実務とどのよ
うに関連するのかを具体的にイメージできるよう配慮しました。一方、授業アンケートの結果から、授業中に学
生の意見を引き出す時間やディスカッションの機会が十分に確保できていなかった点が課題として示されま
した。次年度からは、学生が主体的に考え、意見を交換する場を計画的に取り入れ、学習内容の理解をさら
に深められるよう改善していきます。

後期火曜３限、アメリカジャズ史の授業について、アンケートを実施した。その回答を見ると、少なくもアンケー
トに回答している受講生の反応は、概ね好評であり、特に大音量でジャズを聴けたこと、また課外実習として
ジャズ喫茶に行くという経験をしたことを高く評価してくれているようだった。ただ、どの回答を見ても、授業外
の学習時間が少ないことは明らかであったので、今後は、毎回の授業に対する予習・復習を強制するような
課題を与えるなどの対策を講じたいと思う。

できるだけ学生が興味を持つことができ、かつ役に立ちそうな教材を選ぶよう心掛けている。今回の学生の
評価を見ると、まずまずであったと思われる。

授業に関して、学生からのアンケート結果、および、意見を読み、学生がレポート実施を事前に示して欲しいと
いう意見は、反映したいと思います。　また学生たちに対して、もう少し、こちらが解説等を加える時間を確保し
たいと思います。
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授業方法について独自に工夫している点とアンケート結果を受けての改善点

・化合物の構造をわかりやすくするため授業で分子模型を用いる様にしている。・課題提出後のコメントと
フィードバックを行い、学習内容を復習する様に工夫している。・年々学生の理解度の低下が見られるので、
基本的な事項を繰り返す様にしている。・学生とのコミュニケーションが必要であると感じるが、その実行が
難しい。

電気を学ぶ者にとって最も基礎的な内容であるため、図を多用し、具体的にイメージできるような授業方法
をとっている。学習者とのキャッチボールを重要視し、授業を進めている。学習者の理解度を確認するため、毎
回の小テストを実施している。概ね授業目標を達成できているようである。

後期は教職大学院の授業のみ担当であり、また、ゼミ形式のもののため、個別的な指導が多く、個々の現状
に合わせて方法を工夫するよう心がけた。

実技に関しては、理論と実践を往還しながら、指導法を中心に行うようにしており、徐々に学生の主体性が引
き出されるようにしている。遠隔に関する課題時間の短さやアナウンスがないことが指摘にあったため、今後
改善できるようにしていきたい。

動画講義を活用している。未回答を除いた満足度はまずまずと思うので、今後もこのままでいきたい。

必ず１人２回は皆の前に立って発表をすることと，それに対する即時フィードバック，即時チェックを実施するこ
とです．ガバナンスの学生であることを意識して，教員ではない立場でも人に説明を行うための練習である
旨述べてきましたが，そこをもっと伝わるように工夫します．

学生が教育実習や教員として授業を担当していく上で必要な、題材開発、指導計画の立案、授業で活用す
るワークシート作成を中心に理論と実践を交えながら実践力を身に付けていくための内容でした。より実践
的な内容を分かりやすく身に付けていけるような授業を提供していきたい。

講座内の学生においては、おおむね満足しているとの回答をもらうことができた。専門的な内容に加え、学生
たちの視点を相対化するような視座を提供することをこころがけたことで、学生たち自身が授業で教わった
内容を検討する過程があったのではないか。課題が残ったのは、専門外の学生もとる授業だった。そもそも基
礎的なベースがどこにあるのかを探るのに時間がかかってしまった。今後は、受講学生のレベルを把握した
上で、授業の方針を定めていきたい。

少人数の演習では、授業後、必ず「ふりかえり」をまなびネットにアップしている。とくに学生各自からの「当該
箇所における自主学習を経ての報告会」に関する「ふりかえり」は、次回のかれらの自主学習への動機づけ
になっているようだ。様々な信頼できるソースから、たとえ短い内容でも、自分の言葉で報告する様子が、互い
に刺激となっていることは、授業中からも、またアンケートの結果からも推測できる。授業者にとってはかなり
体力の要る作業ではあるが、参加者が、テキスト内容をさらに深堀し、「何か関連あることがらを調べるのだ」
という前向きな姿勢になるためには必要不可欠だと思われる。継続していきたいと思う。
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授業方法について独自に工夫している点とアンケート結果を受けての改善点

工夫している点：例年どおりの回答になるが、あえて「独自の工夫」と呼べるようなことはしていない。ひたす
ら「なるべく分かりやすく説明する」ことに専心している。
改善点：授業内での学生の反応などから授業展開に反省を迫られることは折に触れてある。その都度、自分
なりに改善を図っているつもりではある。

＜工夫している点＞・毎年、卒業生数名を外部講師としてお呼びし、教育現場や教育行政、民間企業等、さま
ざまな仕事の内容を紹介してもらうとともに、仕事のやりがいや難しさ、学生時代に取り組んで良かったこと
などを話していただいていることが、学生等に一定の影響を与えていると考える。
＜改善点＞・毎回のコメントカードの文字数の設定を検討すること。・教師の「やりがい」を一方的に伝えるよ
うな講義ではなく、学生等の興味・関心・立場をふまえた上で、役に立つと実感できる講義内容に少しでも近
づけるよう、引き続き検討すること。

　毎回の授業の最初に，出欠確認を兼ねた，前回の学習内容に関する小テストを実施している。この種の小
テストは，定期テストの学習の補助にもなるため，概ね好評と受け止めているが，アンケートを実施すると時折
「小テストの範囲を教えてほしい」という回答が来ることがある（今回もそうだった）。そうした回答があること
もあって，授業では，当該授業の内容が教科書（『学習指導要領解説』）のどの部分の記述に対応するかを
説明するようにはしている。その上で，小テストの大半は『学習指導要領解説』から出題しているため（そし
て，ガイダンスでは，「授業を踏まえて『学習指導要領解説』を読まないとおそらく意味が分からないので，授
業後に該当部分を読んでおくように」と伝えているため），テスト範囲は指示しているようなものだと捉えてい
るが，一部の学生には伝わっていないようである。引き続き，そこはもう少し丁寧に解説しておきたいと思う。

主体的に取り組めるように工夫しています。否定的な意見がなかったので、さらにブラッシュアップします。

毎回の授業で、手遊び、紙芝居、絵本の読み聞かせ、素話など実践的な学びが得られる内容を取り入れ、保
育場面でどのように活用することができるか理論と実践を融合させながら授業展開をしていった。アンケート
結果では、70％の回答率で「シラバスの授業目標の達成度」、「「満足度」「積極性」のいずれの設問にお
いて「とてもそう思う」「ややそう思う」以外の回答はなく肯定的回答率70％であった。今回初めての担当授
業だったが、学生一人一人の学修をできるだけ把握し、さらに細やかなフィードバックを行うことで学生自ら
成長を感じられるように授業改善していきたい。また、「授業外学修時間」についてはさらにアクティブラーニ
ングを行えるように明確な予習・復習範囲などシラバス記載以外に、口頭でも行っていきたい。

卒業研究に直結する授業であるので、卒業研究をグループで体験できるようにした。また、全体のスケジュー
ルを示したうえで、３回に１回程度、レポートを提出させ、添削して返却した。授業評価は、「到達度」「満足
度」「積極性」も高く、目標はある程度達成できたと考えられるが、アンケートの提出率が低いことが課題で
ある。
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授業方法について独自に工夫している点とアンケート結果を受けての改善点

この講義は，基本的に一つ前の模擬授業のアンケート結果に基づいて構成を変えているため，少しずつ学生
の意向にアジャストするようになってきた。評価基準などを学生からも評価いただく一方で，模擬授業の難し
さを感じた。受講生の人数的に班を編成し，模擬授業を実施するしかないのだが「やる気になってくれない」
というメンバーがいたグループの学生にはストレスだったようである。「協力してくれない人がいたら相談して
ください」とはお伝えしていたものの，これは今後の学生生活にも影響が出るので言えないとの声もあった。
この点については，「みんな頑張るだろう」という前提を疑っていかねばならない状況だと感じている。来年度
の講義改善に活かしたい。

毎時間、授業のはじめの３０分くらい、本時のねらいに即した課題を提示した。その課題に対して、まず自分の
考えをもち、次にグループで共有し、まとめた内容を全体の場で発表した。教育現場に即した課題であった
ので、興味関心をもって取り組んでいる学生が多かった。現在、授業アドバイザーの仕事を兼任している。授
業の始めなどで、若い先生たちの頑張っている様子などを伝えてきた。今後も機会があれば、学生たちに伝
えることで、将来の教師像につなげていきたい。

初めて、専門教科での単元構想をする学生がその理論や手順を理解しやすくなるように、これまでの実践を
実例にあげることにした。授業者が想定した内容とそうでなかった内容を両方伝えることで、学生が実際の
様子を理解することができたと思う。さらに、実際に単元を構想する時間をしっかりと保障しつつ、他の学生と
かかわる時間を意図的に設定した。さらに学生と講義を行う者で、問答を行うことで、理解を深めることにつ
ながった。その結果をうけて、満足したという結果につながっていると分析する。

福祉の分野は制度や法律の変化が著しく把握が難しいため、その背景とつなげながら、時代の流れとその
当時の状況を踏まえて、現在に至るという線で理解できるように補足をしていったことを特に改善して取り組
んだ。その結果、１年生でも昨年より理解が深まっていることが読み取れた。

授業方法について、特に独自の工夫は行っていません。アンケート結果によれば、「知識と実践力が身につい
た」との回答が見られ、概ね授業担当者として意図した授業を展開できたと考えています。一方で、今回は遅
刻の取り扱いに関する意見が多く寄せられました。私が担当する授業では、十数名規模のクラスでは毎回授
業開始時に出欠確認を行っていますが、50～60名規模の場合、確認に時間を要するため点呼方式は採っ
ていません。今後、遅刻への対応方法については、改善に向けて工夫を検討していきたいと考えています。

本科目を受講する学生は，ほとんどが小学校，特別支援学校へ就職する学生であるため，幼児教育の実態
を把握して教員になることができるよう，実践の紹介や動画や事例を元にしたグループワーク，模擬保育など
を行ってきた。アンケート結果に，「実践を知ることができて良かった」という回答を得ているため，今後も実践
を踏まえて教育を考える時間や機会を多く取り入れる。一方で，幼児教育現場へ就職しない学生がほとんで
あるため，学生の学びを深めようとする意欲を十分に引き出すことができなかった部分がある。今後は，小学
校以降の教育との繋がりを意識できるよう，学生の実習経験とつなぎ合わせて議論することができるような
工夫を行う。また，アンケートへの回答依頼は授業の最終回に行ったが，未回答者が多くあった。アナウンス
回数を増やして回答時間を十分に取り，多くの学生が回答を完了できるように工夫する。
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授業方法について独自に工夫している点とアンケート結果を受けての改善点

授業方法について・授業進度が早くなり過ぎないように、手書きとスライドを組み合わせて行っている。→手
書きの部分は学生たちの理解を深めるために、毎年コメントカードを見ながら補いつつ行うこととしている。
改善点・授業の進度の調整がうまくっているようであったのでこれからもコメントカードでの意見交換、その意
見の授業への反映を心がけたい。

今回、授業方法について工夫した点は、授業を受けて気づいたことを箇条書きで明確に書かせたことです。
改善点は、「説明が長い」との意見がありましたので、全工程を1回で全て説明するのではなく、複数回に分
けてみたいと思います。

将来、小学校で美術を教えてもらうために、描写力・構成力・発想力に分けて授業を行っている。

授業では扱う複数の学習テーマの最後に、関連する実践的なテーマでのグループディスカッションを取り入
れている。学習内容を記憶するだけでなく、周囲と共有し、実践につなげることが狙いである。ディスカッショ
ンは授業期間中に2回実施したが、もう少し増やしてもよいかもしれない。また、学生の専攻とは離れたテー
マを扱った授業のため、学生の専攻とどのように関わりがあるについて、もう少し丁寧に説明をしてもよかっ
たかもしれない。

前期においては、授業内にアンケート入力の時間を確保していたが、後期は各自の空き時間に入力するよう
指示した。その結果、多くのクラスにおいて未提出者が多数見受けられた。この状況を踏まえ、今後は提出率
の確保および確実な回収を目的として、アンケート入力のための時間を授業内に必ず設定する方針とした
い。

今回は、ほとんどの履修者にアンケートを回答していただいたので、今後も効果的な案内方法を工夫してい
きたいと思います。アンケートを通じて履修者の貴重な意見をいただけたことで、それに合わせてより意味が
あり役に立つ、楽しく分かりやすい授業づくりに頑張りたいと思っています。改善点としては、黒板に書くときは
大きて見やすい字を意識したいと思います。また、「パズルカード」や「ピラミッド文章」など独自で考えたメ
ソッドを充実しながら、演習などにも力を入れながら、より多くの履修者がシラバスの目標を達成したと実感
できるよう新しい教材や活動を考えたいと思います。そして、教科書がない授業のため、履修者の皆さんに
ノートを「自分の教科書」としてしっかり作成していただくよう、ノートの確認回数を増やしたいと考えていま
す。さらに、勉強と体験のコラボがあった授業が好評だったため、今後も文化に触れながら表現や会話を練
習できる機会を積極的に設けていきたいと思います。他には、ネイティブにとっても文法が難しいのに、初めて
それに接する履修者から「分かりやすい」「楽しい」と評価もいただけたことは大変嬉しく思っていますので、
今後も内容が増えても分かりやすさを大切にし、表現や文法の面白さ・楽しみを感じながら学べる授業を目
指して、新たな工夫を重ねていきたいと考えています。
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授業方法について独自に工夫している点とアンケート結果を受けての改善点

「音声学（英語）」の時間にアンケートを実施したが、他の科目（「言語生活」「日本語学演習」）についても
回答があった。依頼していないのにわざわざ自由記述を書いてくれたので、重く受け止めたい。テストの実施
日時はあらかじめ決めていなかった点、テスト内容など、確かに反省すべきことで次回は改善したい。「音声
学（英語）」について。英語の音声学だが、国際音声記号など、一般音声学の知識は英語教員には不可欠
である。一方、英語で問題となるのは個々の語の発音だけでなく文として連続して発話した際の変化への対
応（＝スピーキング・リスニング能力をつけること）である。この両方を授業の課題としている。アンケートでは、
聴き取り練習の際の英単語を私が口頭で説明したのみであったことへの言及（と思われるもの）がいくつか
あった。自分としてはそれで十分と判断したが、そうではなかった。次年度は英文を聴く時間・繰り返す時間・
説明する時間などの配分をよく考えたい。また、使用したテキストを再検討して、音声学の授業にふさわしい
授業のやり方を再考する予定である。

本授業は、授業時間前半はグループワークとプレゼンテーションを中心に、1冊の洋書を英語の原著で読み
進めて行きつつ、後半では作品の中で取り扱われる「教育」をテーマとして講義・ディスカッションを行う形で
進めた。アンケート結果は概ね好評で、特に取り上げた小説の内容が教員養成に深く関わるものだったた
め、さまざまな角度からアプローチすることができ、将来の自己像について考えることができたようである。グ
ループワークのため、授業外学習の負担もちょうど良かったというコメントがあった。その反面、毎時実施して
いる小テストで点数が取れなかった学生にとっては、英文読解の学習時間が不足していたと感じられたよう
である。英語運用能力にも学生間の差があるため、なかなか難しいが、補足資料を付け加える等今後改善し
ていこうと思う。

学生が折角集まっているので、他者との対話で自身の考えが「広がる・深まる」ような体験ができるよう、特
に「対話的」な活動を効果的に取り入れられるよう工夫した。また探究的に学べるような授業構成にした。改
善案としては、アンケート結果からではないが、学生から「グループ活動をする際に、他の授業でも同じような
メンバーになることが多い」と聞いたので、他の授業の担当教員と情報共有することで、グループのメンバー
が似たり寄ったりにならないように配慮することは可能だと考える。

ゲストスピーカーを招いて行政の実務に関する話を聞くことにしている授業では概ね満足度が高い結果と
なったため、今後もそうした工夫を継続していきたい。一方でテキストの内容理解が中心になる授業や、統計
データの分析を行う授業では、抽象的な概念の意義を体得できるところまで至っていないような意見が見受
けられたので、もう少し具体的で平易な事例を取り上げていくようにしたい。

・各回の授業終了時に提出する振り返り用紙への記述内容を読み、理解状況の把握に努めるとともに、学生
一人一人の学びが深まるように朱書きを入れその都度一人一人に返却した。加えて、学生からの質問に対
する回答をはじめ、周知すべきことも講義において改めて説明する時間を設けた。また、学生一人一人への声
かけやメモをとったり、質問を受けたりする時間の確保にも努めた。　今後は、学生自身が１５回の学修内容を
自分なりに意義づけたり、卒業後の生活に生かしたりすることができるよう、学ぶ内容の整理と精選に一層
努めたい。

授業では、特に「分かりやすい説明」と「学生の実際の運用能力の向上」の二点を重視して取り組んできま
した。期末試験と今回のアンケート結果を見る限り、これらの目標は概ね達成できたと考えています。一方で、
回答しない学生が多かったため、この結果だけで十分に満足することはできません。今後も授業内容の改善
に努め、より質の高い授業を提供できるよう取り組んでまいります。
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授業方法について独自に工夫している点とアンケート結果を受けての改善点

・基本的には、学生が楽しいと思える授業を考えたい。苦しいとか、面倒、忙しいというマイナスのイメージを感
じない授業展開が理想である。・グループディスカッションも多く取り入れていきたい。・課題探求力を高める
べく、自ら主体的に調べる方法を模索したい。・ICTの効果的利用を更に考えていきたい。・カリキュラム上、
学生の思うように選択履修ができていないところがある。学生の負担にならないよう、演習発表等に配慮す
る必要があると思う。・授業内での無駄のない時間配分と方法を考えたい。・模擬授業に関して、様々なアイ
デアや工夫を盛り込めるよう、可能な限り支援していきたい。授業スキルやコツを、具体的に示していきたい。
そのために教材研究に一層力を注ぎたい。・教員としての資質・能力に寄与する有益な授業を、これからも模
索していきたい。

アンケートの実施を呼びかけていない授業科目、回答なし。

受講生の声を拾いやすいような工夫をしました。とくに毎回書いてもらう意見記述では、どうしても評価を気
にして、本当の思いを書かない学生が多いので、評価をあまり気にせず、本当に思っていることを書けるよう
に工夫しました。その効果はかなりあったようで、受講生のほとんどは楽しい、面白い、ためになったと答えて
います。これからも継続・工夫していきたいと思いました。

とかく座学になりがちな講義をできるだけ対話型となるよう心掛けている．自由記述にその点に関する良反
応があり，今後も続けていこうと思う．

全体として概ね良好な結果であったと考えられる。 スポーツ実技を主題として扱うが、その根幹は運動量の
確保と運動習慣の形成、また指導技術の定着にある。 男女の共修科目であり、主題となるスポーツ種目に
おいての経験者と初心者が混在する中、概ね良好な結果が得られたことについては一定の評価ができるの
ではないか。 本講義の履修者は扱うスポーツ種目における経験および技術習熟度の差がみられるものの、
履修者の基盤としては初心者が多くを占めている。 授業展開としては、ゲームの運営や、実技指導のための
学習を主体的に行うことができ、戦略的かつ実践的にスポーツを楽しめる素養を持ち、育むことができるよ
う、習熟が進むような形態とした。 ルールの理解や基礎技術の習得は、生涯にわたってスポーツを楽しむ上
でも、また教員として指導にかかわる場合においても重要な素養となる。 全体的に満足度がある程度高く見
受けられるため、本講義におけるねらいに対し、効果的な内容を展開できたと考えられるのではないか。 授
業の展開については大きく変更せずに今後も展開していく予定である。各種目における基礎的な技術の習
熟を促し、楽しむ姿勢を養うことで、教員として生涯にわたりスポーツを楽しみ、また指導を実践していくため
の素養を醸成していきたい。

受講生の学力レベルにばらつきがある中で、できるだけそれに合わせた課題提示を行う様に留意している。

・外部の専門家を招き実践的な話を聞く機会を設けたり、フレームワークを使って課題を明らかにさせるな
ど、学生が主体的に取り組むための支援を意識した授業を心掛けている。 ・毎回授業後、振り返りシートに
授業の要点や課題に思う自身の考えを書かせることで、授業の理解、課題意識の向上に努めている。・グ
ループワークやワークショップといった対話型の授業を行うことが多いが、場がうまく機能しないグループが
よく見られることがある。活発な対話にするためには、場づくりと進め方の両面から工夫をしていきたい。

【独自の工夫点】演習問題を自動で生成するウェブサイトを作っている。
【改善点】特に批判的なコメントはなかったので少しずつアップデートしながら授業をより良いものにしていき
たい。
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授業方法について独自に工夫している点とアンケート結果を受けての改善点

講義・演習科目とも、実践記録の検討等を適宜取り入れながら、実践場面を想定した授業展開を意識した。
また、学生の発表を適宜取り入れ、グループワークも設定する等して、多面的多角的に思考し、表現する機会
を多く設定した。アンケートの回答数が僅少であるものの、回答者は授業方法・内容・展開に満足していると
思われる。

授業で教える内容を今までも厳選してきたが、さらに厳選した内容のみを授業で扱い、扱いきれない内容に
関しては教科書参照や資料のみの配布とした。残念ながらこの箇所に関するアンケートコメントはない。しか
し厳選した内容ゆえ、数学に大切な厳密さを少し落とさざるを得なかったことを心苦しく思っていたが、学生
は厳密さに感動を覚えてくれていたことを嬉しく思う。次年度は内容を削りに削り、扱う内容に関しては可能
な限り厳密性も落とさずに行きたいと考えている。

【授業の工夫（学生評価の高かった点）】• 子ども視点の体験活動：おもちゃ作り・地域探検などで生活科の
本質理解を深化できるようにしている• 視覚的教材の活用：授業動画・児童写真・NHK教材を用いて授業
像を明確にできるようにしている• 実践的な学びの重視：指導案作成・グループでの単元構想作成・相互FB
で教職に直結する体験を取り入れている。• 協働的な学び：クラス内他学科との討議で多様な視点を獲得で
きるようにしている。
【改善点（学生からの要望）】• 課題量・提出方法・説明の明確化：負担感や不公平感の一部指摘があっ
た。課題量調整、提出方法整理、評価基準の明確化に努めたい。

授業で毎回課題を設定し、発言を求めて双方向性を担保するようにしている。また、実際の授業の指導に役
立つ具体的な内容を多く盛り込むようにしている。

学生が主体的に取り組めるようなグループワークや演習を多く取り入れた。アンケート結果を踏まえ，シラバ
スの内容と実際がズレないように留意したいと思う。

独自に工夫している点は過年度に書いてきた通りですが、今期はシステムの変更への追随と未使用の機能
の活用を心がけました。

学生による評価を確認しました。多くの授業で（特に私が担当する分については）それほど悪くない評価をい
ただいたと思います。今後も引き続き学生の興味を引き出せるような工夫をしていきたいと思います。

対話を中心とした講義を設計したが、一部真意が伝わっていない学生もいたので、丁寧な説明を心がけた
い。来年度以降の授業設計の参考としたい。

特別なことは何もしてしませんが、グループでの事例検討の後は必ず話された内容を発表し、発表内容に対
しては必ず何かしらのコメントやフィードバックをするように心がけています。事例検討は学生にとっては頭を
使い、疲れる作業ではありますが、一定の効果と意味はあるものと、これまでの評価コメントからも確信してい
ます。
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授業方法について独自に工夫している点とアンケート結果を受けての改善点

技術と技能の観察力をより高めるために、技能学習プロセスにおける気づきを言語化して記録する作業を課
している。この課題に対するフォローが十分ではないので、工夫改善を図る必要がある。

学生が主体的に学べる題材を選ぶようにしている。学生個々により理解度、習得度が異なるため、寄り添った
学習支援をしていきたい。

授業の種類（講義か演習か等）によらず，学びが実践力につながるよう工夫している。今回，十分な回答数
とは言えず、全体の傾向を反映しているかは不明だが、概ね肯定的な結果であったため，今後も更なる改善
を図りながら授業を展開していきたい。なお，受講生が15名を超える授業ではアンケート実施の周知を行っ
たが，今後は授業時間内に回答時間を設けるようにもしたい。

まずは学問としての面白さに触れる経験が重要と考え、例年と比べて授業で扱う量・レベルを調整した結果、
関心、興味を持って受講している者が増えた実感があり、アンケート結果にもそれが現れていたようである。
特に自身の言語の運用について観察することや、他者と分析結果を突き合せる機会を増やすことを心掛け
た結果、講義を聴く態度も向上し、そうした面については手ごたえが感じられるものであった。ただ、期間内で
数回行う小テストでは、理解度にかなりのばらつきが生まれていたので、受講者が能動的に学ぶ姿勢を醸成
することについて工夫を考えたい。自由解答欄にて、欠席者へのフォローを希望する旨の意見があった。どこ
までの対応が必要なのか、また妥当なのか、検討したい。板書のしかた、テキストの使い方などについての意
見もあったので、それらについては改善を心掛けたい。

学部の実習を伴う授業においては、複数の担当教員で理論に関わる講義とそれを基にした実習を行ってい
る。担当教員が実務家教員であることを生かして学校現場の具体的な課題から学ぶ機会をつくることで、学
生の興味関心の高まる様子が伺えた。さらにグループワークを取り入れ、外化することでより深く学んでいる
ことがワークシート等の記述から把握することができた。個人における内化と外化を授業内で構成するととも
に、個人の学びから全体の学びへと拡げ、深めるようにしたいと考える。また、教職大学院の授業では、担当
教員間での授業目標や授業内容の構成・共有等の難しさを感じるが、今回のアンケートの回答等を参考に
しながら、教員間での打ち合わせ等を設定するなど教職大学院生にとってより充実した学びとなるように工
夫したいと考える。

工夫している点は、演習の時間をできる限り確保する点と、演習の時間には見回りをし直接学生から質問を
受けようとしている点である。選択の講義をアンケートの実施科目にしたためか、アンケート結果は例年に比
べかなり良い。もともと学習意欲のある学生が集まっているからだろうか。授業外学修時間が想定よりも少な
かったため、来年度は課題の量を検討すべきと考える。

対面授業では毎回グループワークを取り入れている。今後も続けていきたい。

講義科目ではコメントシートで学生の意見を吸い上げ、次回授業でフィードバックしている。今後とも学生の
付加価値を少しでも高める授業を展開するつもりである。
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授業方法について独自に工夫している点とアンケート結果を受けての改善点

授業方法について工夫している点の一例を挙げると、講義の回では、個人で考える時間、その後で周囲の学
生と交流したり全体で共有したりする時間を取り入れることがある。加えて、学生によるグループでの模擬授
業の回も設けている。このようにして学生の参加度を高めたことが、アンケートの問２（到達度）・３（満足
度）・４（積極性）・５（有意義性）で回答者の大半が「とても／ややそう思う」と答えている要因と考えられる。
自由記述でも、「グループ活動や近くの人との交流もあって主体的に学習できる環境だった」、「グループで
模擬授業を考える協働的な作業が有意義な時間になった」といった意見が見られたため、これらは来年度も
継続していきたい。一方で、問６（授業外学修時間）では、回答者の半分以上は60分以上と答えているが、
30分未満の者も一定程度いるため、まなびネットなどを活用しながら授業外学修をより促していくことは今
後の課題としたい。

・工夫点は、実践記録から、教師の支援と児童の学びについて考察をする。・一人ずつ単元構想や年間指導
計画を立て、発表する等演習も取りいれている。

１５コマの授業の前半では、学習者として「総合的な学習の時間」を行うこと、後半は指導者として「総合的
な学習の時間」を行うことで、具体的な指導法を身に付けさせるようにした。個とグループの学習形態（講義
形態）を工夫することで、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体化を図った。具体的な指導方法を学
生対象に行った。（実際の教師の役割を示範する場面を設けた）

毎回の授業内容に関するコンテンツをまなびネットにあげて、授業中や予習、復習に役立つようにしている。
また欠席した学生が当該のコンテンツを見ながら自習して挽回できる内容でもある。授業中には親切・丁
寧・笑顔・公平さを心掛けている。アンケート結果からは設問に対し、「とてもそう思う」「ややそう思う」と答え
た学生ばかりであったことから概ね授業は順調にできたと考えている。自由記述欄で「版画に対する苦手意
識がなくなった」とあり、教員と学生双方にとって満足のいく授業であったと思われる。

初回の授業時にシラバスの内容を詳しく説明したために、授業内容に理解を示し積極的に取り組んだ学生
が多くみられた。　回答率が少なかったので、今後はさらに周知徹底をいたしたい。

他の科目と比べて学生間の理解度や習熟度に差が生じやすい科目であることを踏まえ、授業中の反応や小
テストの結果等を参考にしながら、学生の理解度に応じて授業内容や進行を適宜調整した。また、「こんなこ
ともできるのか」と実感できるような実践的内容を積極的に取り入れ、学習意欲の向上を図った。一方で、ア
ンケートでは理論的背景についてさらに踏み込んだ説明を望む意見も見られたため、次年度以降は実践と
理論のバランスをより意識した授業構成へと改善していきたい。

前年度のテスト問題は必ず回収しているのですが、どこからか学生に漏れて共有されているようで。デジタル
社会の煩わしさを実感しました。気づいたので差し替えましたが、基本的なことだけを問うような（つまり落と
す試験ではない）内容にしたいのですが、その限界を知りつつ。やはりマイナーチェンジを怠らない大切さを
知りました。

外国語不安軽減法に基づいて授業を行い、どのレベルの学習者の不安も煽らない、学習者心理に寄り添っ
た授業をしています。
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授業方法について独自に工夫している点とアンケート結果を受けての改善点

学生からのコメントを毎授業後に募り、その中で出た意見や質問事項を翌週提示・共有（場合によっては全
体で意見交換の時間を設ける）することで、アクティブラーニング的な学びをする機会を設けている。

科目の種類によらず、授業時間や環境に対して人数が多いと感じる場面もあるが、限られた時間や場所でも
理解が深まるように、個人・グループ・オンデマンド等を取り入れ、対応した。ゲストティーチャーや学生の要望
や状況も受け止めつつ、話し合い、方針や情報を共有するよう努めた。各科目の位置付けについては、大学
単位での話し合い、内容については、教職員同士の連携に基づき、理解を深めたい。

授業では、講義科目であっても事例を提示するなど学生の興味関心を引くように工夫している。また授業資
料は見やすいように作成し、紙とオンラインの両者で配布するなど、個々の学生の特性や学習スタイルに応じ
るように配慮している。これらの工夫から、授業資料が見やすい等の一定の評価を得ている。今後も引き続
き、学生の声を聴きながら受講者主体の授業運営を工夫していきたい。

・必修授業に関しては、受講生の興味関心をひきだせるように、事前アンケートやそれへのレスポンスで動機
づけを向上させられるよう図っている

コーチ学は日本スポーツ協会の資格取得にも該当する科目です。その関係で授業の進め方は，ディスカッ
ションを中心としています。また，議論の内容選定については，なるべく新しく，馴染みやすいトピックを選んで
います。例えば，今年度は先日実施されたWBCに学生が関心があったので，過去の日本代表のチーム作り
から考えることを選びました。アンケートの結果は，回答時間を取り，提出するように案内したが，18％という
低い提出率になってしまった。履修登録から10名ほど放棄した者がいたが，それでも25％ほどの提出率に
なるので，幸い回答に関しては良い傾向だったため授業の改善点はなく，引き続き良い授業にしたいと考え
るが，次年度は回答率を高めるように意識したい。

三年生後期は卒業論文の構想を固める時期に当たるため、授業内容と絡めながら、卒業論文に関する事項
についても話す時間を設けた。これについては概ね好評であったので、来年度以降も継続したい。

学びになったと捉えている学生が多かったことはよかったと考えるが、個人的に話をすると、学んだがゆえに、
悩みを深くしたり、自信をなくす学生もおり、悩ましいところであると考えている。工夫としては、提出物のフィー
ドバック、学生自身での半期の授業の振り返りなどに時間をとるようにしているが、今後さらに工夫が必要で
あると考える。

学生の授業後の振り返りをもとに、深い学びができたか、学びが浅かったかを確認しながら授業を進めた
り、操作活動やグループでの話し合いを取り入れることを通して見方・考え方を働かせる授業を心がけた。学
生は「シラバスに掲げる授業の目標は達成されたか」「この授業は満足できるものだったか」「この授業に積
極的に取り組んだか」について「とてもそう思う」「ややそう思う」が８割前後であり、意欲的に受けてくれてい
る結果であったので、さらに、教材研究を行い、魅力的な授業にしていきたい。
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授業方法について独自に工夫している点とアンケート結果を受けての改善点

　前期と同様、学部及び大学院とも、指導方法や教育方法に関わる授業を担当しています。教育実習に行く
前の学部学生には、授業場面を切り取った、短時間の模擬授業を可能な限り複数回にわたり演習してもらい
ました。また、教育実習を終えている学生には、常に実習校の児童生徒を想起させながら、指導理論や教授
法をどのようにアレンジして授業内で展開をすればよいかを、学生同士で議論してもらいました。学生の実態
を踏まえて、指導技術を高めることや、指導方法に関するより深い理解を得てもらうことを、それぞれ意図した
授業展開を行いました。これらは、幸いにも学生さんたちから肯定的な評価を受けることができたようで、よ
かったと思います。　自由回答からも、やはり教育現場において、大学で学んだことをどのように活用していけ
ばよいかということについて、学生さんの興味があることが分かりましたし、指導上の留意事項や指導アイデ
アの教授に対して高い評価を得るたことが分かりました。　後期の授業が、学生さんにとって、実習や現職とし
ての勤務場面で活かされることを願っています。　方向性としては、学校現場で実習をしたり働いたりする際
に生かすことのできる学びが得られるという視点は継続しつつ、これまでの学びをより活用できるような授業
内容を考えていきたいと思います。　ありがとうございました。

授業ではTeamsを活用して、授業前後で予習や復習をできるように資料を常に見れるように工夫した。また
アンケートでは十分に学習の意義を理解し、取り組んでくれている実態がみえた一方で、授業外学習時間と
して、規定よりも多くの時間を学習に充てている学生もいたため、授業内でも前回の復習時間などをとり、授
業外の学修が過多・過負担になりすぎないような工夫を考えていきたい。

・シラバスに示してある評価方法について、授業の中でも繰り返し説明するようにした。・授業については、は
じめに本時の目標を必ず伝え、学生が授業の終わりのイメージをもてるようにした。大事なことの説明はなる
べく簡潔にするよう努めたい。・グループワーク・ペア活動を積極的に取り入れ、学生自身が主体的に授業に
向かえるようにしている。・学生から提出された課題に対して必ず目を通し、よいところを見つけてコメントを
し、授業に向かうモチベーションを上げるようにした。また、質問が書かれていた場合は、返却時に説明をする
ことで理解を図った。・教育法、教育内容については、教える立場になったらという視点での講義に努めた。・
体調不良や公欠の欠席について課題を出すなど、個別に細かく対応し授業の遅れがないように努めたい。ま
た、好評だった欠席した生徒に欠席した授業についての説明を今後もできる限り続けていきたい。・学生から
の要望により、来年度も課題に対してできる限りリフレクションを心掛けていきたい。また、引き続きまなびネッ
トへ必ず資料を載せるようにし、学生がいつでも授業を振り返れるようにしたい。・問２の「シラバスに掲げる
授業の目標は達成されたか」、問３の「授業は満足できるものだったか」、問４の「この授業に積極的に取り
組んだか」、問５の「この授業はあなたが所属する課程の学位の取得にとって有意義なものだったか」に関し
て、アンケート回答者７３名中、92%、95%、90%，93％が、「とてもそう思う」、「ややそう思う」を選択してい
ることから、学生の授業に対する期待に応えることができたと考える。・問６の「この授業１回あたりの平均的
な授業外学修時間で、60分以上学修したと回答をした学生の割合が37%と低かったので，課題の出し方
について工夫をしていきたい。・授業案作成時には、ポイントをわかりやすく伝えるようにしていきたい。

　将来教壇に立つことを期待されている、また本人も強くそれを望んでいる学生たちが自分の頭で何をすべ
きか考え、指示されなくても行動にうつせるような授業展開をしています。　また身につけるべき英語力及び人
間力も高めていけるように、前時の振り返り用紙からのふりかえりの共有を毎時間授業の前半で行い、生徒
たちの学ぶモチベーションを上げるようにしています。　今後も生徒たちが自分の体の中に眠る本当の力を輝
かせるためのよりよい授業を模索し続けようと思います。

教員側からの講義だけでなく、院生自らが考え議論して学びを深められる授業となるように、心がけた。アン
ケート結果を受けて、複数の教員によるオムニバス形式の授業においては、本授業における目標を担当教員
全員が共通認識をし、その目標実現のために自分の担当時間に何を学ばせるかをよく吟味して授業内容の
検討をすべきであると感じた。今後の授業に生かしたい。
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授業方法について独自に工夫している点とアンケート結果を受けての改善点

他専攻の学生でも興味関心が持てるよう、美術図工を感覚ではなく、理論的に理解して上手になるように解
説している。それを学生もうまく受けて止めてくれたと思う。

対面授業を主体として、課題作業に関してオンデマンドにて紙面・映像資料の提供やレポート提出を用意す
べくまなびネットを利用している。期末試験としては教室での論述テストを課しており、普段の学修活動ログ
や課題提出物と組み合わせて学生の到達を見ている。学生のほうで教授理論等の内容解釈に時間がか
かっているので、オンデマンドで復習・振り返りにも対応ができるようにしている。ハウツーに傾きがちな学生
の学修意欲を持たせることに今後も工夫していきたい。

演習形式の授業で、やや背伸びした内容を扱うので、丁寧な導入を心がけている。発表や受講生からのコメ
ントシートによる質問等にはフィードバックを行い、受講生各位がどのような質問をしたかなども思い出すこと
ができるよう工夫している。アンケート結果をみると、おおむね授業の内容には満足しているようだが、発表へ
の準備について今少し踏み込んだ導入がほしいという意見もあった。一方で共通する文献を扱っていても、
発表にあたり調査するテーマは受講者各位で決定するために、個別的な対応を取らねばならないという事
情もある。今後は、準備段階での不安が教員に相談しやすいような環境作りにも取り組むことで、そうした状
況を改善したい。

実務科教員の体験を踏まえた「小学校現場に出た場合に具体的に実践できる課題」の取り組みを行い、学
生の課題発表に対して学生間の意見交換・討論を充実させた。教育法であるが、制作課題をより加えること
で、実践から考察をより掘り下げられるようにしたい。

授業が教科内容なので、教科教育との接点をできるだけ持たせ、また、そのことが学生に伝わりやすく、学修
しやすいよう心掛けている。アンケート結果ではそのことが学生にも理解されていることが分かったので、引き
続きそのような工夫を続けたい。一方、今回の学生アンケートには少数ではあるが、学習内容の定着に向け
た工夫、授業資料のデザインの改善の工夫を求める声があったので、その点を次年度に向けて改善していき
たい。

・アクティブラーニングの充実（グループワーク→発表　、ロールプレイ）・最新の生徒指導データの活用

【工夫した点】・学校現場をイメージできるような話題、事例を多く取り入れた。・授業前にまなびネットに授業
資料を掲載し、予習・復習にも活用できるようにした。・事例に関する少人数でのグループ・ディスカッションを
毎回実施した。その結果、多くの事例に触れて考えることで具体的なイメージがわいた、ディスカッションから
多面的に捉える視点が多く得られたなどの感想があった。・「振り返りシートの提出により、次時に学生から
出された全ての質問と、いくつかの感想・意見を取り上げることで授業内容を深める」と開講時に伝え、それ
を実践した。これにより、自分の意見が取り上げられることもあるためか、回を追うごとに振り返りの内容が深
まっていった。
【アンケート結果を受けての改善点】・問6について、回答した学生の過半数が「授業１回（90分）あたりの
平均的な授業外学修時間」が60分以下であった。まなびネットを利用して、授業資料、補足資料などを提示
しているが、学生が自習しやすい工夫を一層心掛けたい。
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授業方法について独自に工夫している点とアンケート結果を受けての改善点

講義で工夫した点は，実際の授業での児童の理解の程度やつまずきについて具体的に伝えた。学生自身の
気づきを引き出すグループワークをより増やす必要があった。

教育実践に関する学びにおいては、教育現場の事例や情報をもとに学生間で話し合う機会を設けることや
指導法に基づいて授業展開や内容を考える機会を提供することが極めて重要であると考える。また、各自の
学びを学生間で共有することも必要である。これらを取り入れた授業を通じて学生の学びの深まりを感じる
ことができたが、一方で、もっと様々な内容や情報を知りたいとの意見も聞かれ、特定の内容に時間をかけす
ぎたきらいがある。今後は、教員間の連携も視野に、実践事例に基づく理解の深まりと幅広く学ぶ機会の両
立を図り、学生のニーズに適った学びを提供したい。

担当授業では、学生が授業資料を自学自習に活用できるよう、資料そのものが独立して理解可能な構成と
なるよう心がけています。特に、授業で使用するパワーポイント資料や配布プリントについては、事前・事後に
「まなびネット」上で閲覧できるようにするとともに、必要に応じてカラー印刷の資料を配布し、内容を見やす
く整理するよう努めています。学生アンケートでも、資料がまとまっていて見やすい点や、カラー印刷の資料が
役立ったという意見が見られました。また、理解を深める一助として、発展的な学習につながる課題の提示
や、自主的な探究を促す提案を行うことも意識しています。授業中には、内容に応じて「ミニクイズ」や「意見
交換活動（グループワーク・ディスカッション）」などを取り入れ、学生の参加を促す工夫を行っています。さら
に、科学的内容を扱いつつも適度にユーモアを交えた説明を心がけることで、関心を持って授業に参加でき
る雰囲気づくりにも配慮しています。アンケート結果からは、サンプル数が少ないこともあり、特に大きな問題
点が明確に示されたわけではありませんでしたが、今後もスライド資料のわかりやすさや構成の工夫を継続
して改善していきたいと考えています。たとえば、補足説明のリンクや関連資料、参考文献などを資料中に明
記することで、学生が自ら学びを広げられる環境づくりをさらに充実させていく所存です。

グループ発表やTeamsを利用した言語活動を取り入れた学生参加型授業では、楽しかったという感想も見
られる一方、グループ内の作業負担の不均等や、主体性の評価に関する意見があった。主体性をどのように
評価するかは難しい問題だが、評価方法を工夫して改善に努めたい。

仕事での実践の話や，時流に合わせた内容を含めている。

現職院生を対象とした授業において、実践から理論を「問い直す」ことができるような学校現場に即した課
題を提示した。今後も、学校現場のニーズや喫緊の教育課題の把握に努めていく。

アンケート回答を授業内で実施したクラスは、特定の専修・コースの学生に偏ってはいたものの、受講生同士
が協力して活動にあたっていたため、授業の雰囲気はとてもよく、授業者自身もとても楽しく授業を行うこと
ができました。また、各授業で毎時小テストを実施することで、少しずつでも勉強をする習慣をつけるようにし
ました。加えて、英語で話すことになれるように、毎回話す活動を入れるようにしていました。強いて言えば、も
う少し授業外での学習時間が増えるような活動・課題を設定できればと思います。
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授業方法について独自に工夫している点とアンケート結果を受けての改善点

特に漢文学概説について述べる。1年生後期の、専門科目に進む前提となる位置づけの授業であるが、特に
前半の時期においては実際に手を動かしたり、簡単な提出物を設けたりなど、飽きないように工夫をしてい
る。また講義の話の中では、国語の関連分野との関係性について説明をすることで、学生が教職を目指すも
のとして「漢文」を学ぶことに納得できることを意識している。コミュニケーションペーパーを毎回設けており、
今回のアンケートとあわせて、その反応を見る限りは、以上のような工夫が多くの受講生には好意的に受け
入られていると考えている。今年度新しく工夫した点として、毎回寄せられた感想や質問に答える他に、授業
日程の最後に、これまで時間の関係で扱えなかった質問も含め、ほぼ全ての質問に対する答えを各課Q&A
の形で一覧化し、それを読んで意見を述べるというフィードバック回を設定した。授業全体の振り返りとなると
同時に、改めて他の学生の質問を見ることで、「積極的に授業に参加すること」の具体像を示し、新しい刺激
を与えることができたと考えている。

事前課題・授業・事後課題という一連の流れと授業におけるグループ協議や発表を通して、学修の深まりを
図っている。複数名によるリレー形式の授業を担当しているので、他の担当者との打ち合わせを今年度以上
に重視し、授業内容や評価等について事前の共通理解をさらに図っていく。

独自の工夫点は、以下の3点。１．愛知教育大学の学生向けに特化した独自のテキストを作成している点。２．
実物投影機で映しながら授業を行っている点。３．その授業の様子を記録した動画のリンクをまなびネットに
掲載して、学生がいつでも復習できるようにしている点。より楽しく学べるように教材を今後も工夫していきた
い。

現場の状況や最近の保育現場（子育て支援）に関する情報をその都度伝えるなど工夫してきました。机上の
学びだけに終えることなく実際現場で支援している必要性を伝えています。改善点は、視覚教材をもう少し取
り入れていくよう努力していきたいと思っています。

自分で選んだテーマについての調べ学習のレポート提出の後に、有志による授業内でのプレゼンとその各プ
レゼンへの意見感想をグループ討議に活用する。アスベスト建物のマッピング調査を課題に出し、優秀なレ
ポート等を紹介して感想などをもらい、それを授業内で共有する。NPO等の作成した教材を試用して、ディス
カッションの基礎資料にした。など、新しい試みを入れながら授業感想をフィードバックするようにしている。ア
ンケート結果を見て、授業前後の学び時間が少ない学生が多いのが残念であった。少なくとも毎回の授業
に、全員が30分以上は積極的に振り返るような内容を工夫したいと思います。

授業においては、学生の参加度やレディネスを踏まえた感度をつかめるようなやり取りを重視して進めてい
る。また、人の意見や考えかたを取り入れることができる方策について工夫している。これまでの経緯から、苦
手意識を持つ場合が多くあり、授業の反応もそれを反映することがあるが、教職の意識付けに向けて、改め
て興味付けが出来ることを重視している。また本年度は、生成AIで出来ること、出来ないであろう事を意識で
きるようなレポート作成の課題を工夫した。

学習指導要領のマスターなどの基礎部分と、発展的、他分野との関連などを扱う内容との２部構成にしてい
る。基礎部分では独自の記入方式をとって、写すだけではない、考える授業にしている。回答数が少ないので
代表性の課題があるが、大体は達成できているのではないかと考えられる。
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授業方法について独自に工夫している点とアンケート結果を受けての改善点

本授業では、教科である音楽そのものの理解を深めたり、現場の授業で取り上げる活動を体験したりするこ
とにより、指導する際の授業づくりの考え方を学び、子どもへのアプローチの仕方や留意点に気づいていくよ
うな内容を工夫した。今回はアンケート回答への周知の時間が取れなかったため、回答数そのものが少なく
なってしまった。今後はまず授業内での周知を徹底したい。回答からは内容についても肯定的なものが多
かったため、授業でとらえたことをさらに深めて、積極的に自分自身で探究するモチベーションにつながるよ
うにより工夫していきたいと感じた。

In this course， I emphasized communicative competence by prioritizing meaningful
interaction over linguistic accuracy. Through frequent group and pair work based on real-
life situations， students actively engaged in English communication in a supportive
environment. I also conducted the class primarily in English， using clear and accessible
language， and encouraged students to view mistakes as part of learning， helping reduce
anxiety.Survey results indicate increased enjoyment， confidence， and willingness to
communicate. However， to further enhance participation， I will introduce more structured
strategies， such as assigned roles and turn-taking. I will also ensure greater care in
handling personal information when using digital tools.

運動学習理論における最新の知見を踏まえ、授業内容を構成している点が、工夫している点である。今後は
アンケート結果を踏まえて、シラバスの目標が達成できたと学生が実感できる授業に改善していきたい。

受講生の皆さんが、授業で扱うテーマに関してお互いにどのようなことを考えているのかを知ることができる
ように心がけて、授業を行なってきた。この点は、コメントシートや授業アンケートの回答をみる限り、受講生の
皆さんの学修にポジティブな影響を与えられていると考える。他方で、配布資料（ワークシート）が多いという
声もあった。場合に応じてオンライン配布のみにするなど、資料の提示の仕方を工夫していきたい。

私は、大学院学校マネジメントコース授業を担当しています。院１年生は、８６名いました。必修科目「協働的
な学校マネジメントの在り方」では、複数の教員による指導体制で実施しました。授業では、７名～８名程度
のグループを編成し、複数の事例についてテーマを与え、各グループにロールプレイを考えさせました。その
際、動画撮影もグループごとに行わせました。役割分担も自分たちで決めさせました。このことにより、院生一
人一人の学ぶに向かう姿勢が一定以上確保できました。一方、グループを多くしたたため、教員同士の情報
伝達に課題が残りました。次回以降は、教員の事前確認や情報交換を密に行うよう配慮したいと考えていま
す。

引き続き、学生自身が気づき、考えることができるような授業になるよう問いをたてグループワークをするなど
工夫したい。

プロジェクタと板書を並行して提示する。丁寧に説明する。

毎回、課題を提示した際に、字形を整えるための注意点を学生に考えさせている。課題の添削をできるだけ
多く行いたいが、学生の人数が多くてなかなかできなかった。番号指定などをすると、もっと効率的に行える
のではないかと考えている。
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授業方法について独自に工夫している点とアンケート結果を受けての改善点

専門的な生命医学分野の内容について、可能な限り平易な表現を用い、基礎から段階的に理解できるよう
講義を行った。しかしながら、多くの学生にとって馴染みのない分野であるため、アンケート結果からも理解の
難しさが示唆された。今後は、図や具体例をより多く取り入れるなど講義形式を改善し、理解しやすい構成と
なるよう検討したい。

授業では、資料や具体例を用いながら、社会科の内容を分かりやすく体系的に整理して提示することを工夫
している。一方で、アンケート結果を踏まえ、学生同士の対話や主体的に考える活動が十分でなかった点が
課題であり、今後はディスカッション等の活動を取り入れ、改善を図りたい。

模擬授業の検討の時間がもっと必要だった。

対面で学生と対話しながら行った方が良い内容と、動画を見て、何度も各自のペースで繰り返し学習する方
が良い内容を使い分けている。

将来教師になった際、配属された学校でICT環境が異なるため、なるべく多くのICT環境（ツールやソフト）
に触れさせることを意識した。

1年次の微生物学では高校まで学んでこなかった内容で範囲も広いため、定着を促すため反転学習の形態
をとっている。内容に習熟するとともに、大学での学びにおける自主学習の習慣を定着させる狙いがある。2
年次の免疫学ではより内容は難しくなるが、自主学習の習慣が定着している者とそうでない者の間に開きが
大きくなり二極化しているおそれがあり、今後の検討課題とする。3年次の実習ではここまで学んできたこと
を体験を通して慣れ親しむことを主目的としており、受講者は少ないが履修したものは楽しみながら学んで
いたように思える。

ディスカッションを取り入れるようにしているが、テーマの設定次第では論点がそれてしまうこともある。より深
い気づきを得てもらえるようなテーマ設定を工夫したい。

【授業方法について独自に工夫している点】受講者の主体的な理解を促すため、一方向的な講義にとどま
らず、ペア・グループでの対話活動やミニワークを取り入れている。また、理論と実践を往還できるよう、具体
的事例や身近な課題を扱い、受講者自身の経験と結び付けて考察できる構成としている。さらに、振り返り
シート等を活用し、学習内容の内省と言語化を重視している。
【アンケート結果を受けての改善点】全体として肯定的評価が多い一方で、一部に理解の深まりや授業内容
の整理に関する課題が見られた。今後は、各回の到達目標をより明確に示すとともに、要点の整理やまとめ
の時間を充実させる。また、学習内容の難易度や進度についても受講者の状況に応じて調整し、補足資料の
提示やフィードバックの機会を増やすことで、理解の定着を一層図る。

実際に学生さんが考えて取り組める内容になるように、環境整備をしている。担当した授業でアンケートをお
願いした日が20日をすぎており、回答不可になっていました。
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授業方法について独自に工夫している点とアンケート結果を受けての改善点

中国語初級の授業で、発音や文法に重点をおいた内容としている。特に中国語の発音を示すピンインを読
めるよう指導しており、授業内でも説明したように、ピンインや基本文型を覚えておけば、卒業後でも中国語
の学習を一人で学びなおしたり、自学でステップアップできるからである。学生たちには授業内だけでなく、
授業前後でも発音練習に取り組んでもらいたい。また文法の説明も教科書の内容だけでなく、直感的にわ
かるようにパワーポイントでの説明をして、誤解しやすい点や間違いやすいところをわかりやすく説明してい
る。中国語は漢字で書かれているので、日本人学生には親しみやすく安易に考えがちであるが、外国語は
やっぱり外国語で、他の言語と難しさは特に変わらないと思われる。学生たちにはその難しさと面白さの両面
を伝えながら、中国語に真摯に取り組めるよう授業を行い、サポートしてゆきたい。

シラバス通り実施するようにしているが、学生や院生の問題意識によって、内容をかえることがあり、その対応
はたいへんではあるが、効果があると思っている。これが工夫している点といえる。授業外学習時間がかなり
少ないが、１５回をトータルすると、１時間平均は授業外学習時間がおこなわれるようにしている。

授業の前半から後半にかけて、徐々に受講者に授業の主導権を手渡すようにした。最終3回分ほどはほぼ学
生の手で授業が進行するほどになり、アンケート結果には、そのことに満足した様子も見られる。しかし、アン
ケート結果からは授業外学修時間が長い学生ほど積極性に「ややそう思う」がついており、義務感が少なか
らず生じていたのではないかと思われる。授業の様子から判断するに、これは、グループ活動において、特定
のメンバーに活動が集中した結果だと思われる。まずは、授業外学修時間に差が出すぎないように、活動内
容を調整することが今後の課題である。

◎独自の工夫
毎回の講義終末に、講義内容に関わる課題を出し、記述させている。この記述内容を次回の講義最初に取
り上げることで、自分の意見を記述して終わりにせず、自分の考えを広めたり、深めたりした。また、毎回必ず
新任教員（中学校）の悩みや成長の足跡を紹介（中学校で拠点校指導教員をしているので）することで、現
場の様子や取り組みを伝えてきた。
◎改善点
・さらに講義への満足度を高めるために、提示する資料を常に更新していく。・現場の声を多く紹介し、大変さ
とともに、やりがいや素晴らしさを高めていく。・シラバスに沿って進めるが、講義内で学生が『知りたい』『考
えたい』という内容を救い上げ、対応していく。

【工夫点】配布する資料の見やすさや学生に新たな知識や考え方を呈示するよう心がけている。
【改善点】講義の環境面（受講生の発表の際のマイクの用意など）において，改善の余地があると考えられ
た。

理系の学生には、高校化学との関連性を示して、それとは異なる新しい視点を解説した。また、レポートの考
察のポイントを示した。文系の学生には難しい内容であるので、親しみやすいトピックスを紹介したり、テーマ
に対して自分の意見を求めるような出席レポートを書かせて、講義への積極的な参加を促した。イメージや
エッセンスを伝えられるよう努めたい。

様々な視点での専門性を伝えている。ゼミ指導は個別に指導をしているが、学生の達成度と満足度を調整
するようフィードバックを個人ができるようにする必要性があるのかもしれない。

21 / 27 ページ



授業方法について独自に工夫している点とアンケート結果を受けての改善点

制作のみで終わるのではなく、常に振り返りをレポートでさせている。また、授業を通して学ぶべき点を毎回ス
ライド等で説明してから制作（実践）に移るようにしている。その点が良い評価になっていると思われる。

独自に工夫している点は、授業のスライド・板書や配布する資料に多数の図表を用いて説明している点です。
改善点は、説明の足りなかったことを、次回の授業で忘れないように補足することです。

実感を伴った学びになるように、体験的な活動を取り入れているが、十分な成果には至っていない。受講生
の実態に応じた学習の方法を改善していきたい。

学生さんへの個別対応を重要視するべきだと思いました。

非常勤として主に提出課題のチェック等を担当しました。提出に不備がある場合は再提出を促すなどしまし
た。多くの学生は意欲的に課題に取り組んでいたようですが、提出を促すメールを見逃している学生がいて
残念に思います。

受講生より，「授業を作る準備や聞いて考えるという作業は大変でしたが、先生側の視点を得られる有意義
な講義でした。毎回、ここは直した方が良いとかここは良かったなど色々な視点から授業を検討してコメント
をして下さるので、聞いていて参考になりました。」という自由記述の感想があった。今回の授業では，模擬授
業の後のフィードバックを丁寧に行うことを心がけて，発表後の全体共有のコメントに加え，コメントシートに
模擬授業の視点を3つに焦点化して，授業の構成員全員がフィードバックを行った。授業内の作業量は増え
ることになったが，授業の密度が濃くなり，模擬授業発表の改善につながった。

・毎回の授業のコメントを書いてもらい、朱筆で教員の回答や意見を返しています。・「授業で求める手話の
レベルが高い」という自由記述の回答がありました。しかしながら、特別支援教育教員免許状一種（聴覚障
害）を取得予定の学生で、この授業を取得した後、手話の授業を受講しない学生が多数であるので、実践
力の基礎が身に付くように模擬授業を中心に進めました。・次年度は、今回の学生の意見を受けて、もう少し
求める手話レベルを下げて、手話スキルの基礎・基本を教えていきたいと思います。

教科書を使っているが少し難しい内容の箇所は補足資料を使って，理解できるように説明している。また，今
後は，もう少し教科書をゆっくりと進めていくなどしていきたい

学習内容に理解度を確認するための理解度チェック表を作り，それを学生の復習の助けとしている。また，次
回授業の初めの時間に復習テストを実施している。
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授業方法について独自に工夫している点とアンケート結果を受けての改善点

外部からの専門家の協力を取り入れ、視点の異なる情報を加える。

今期は，特にアンケートの実施を呼びかけた授業科目はない。

講義形式の内容は繰り返し確認できるようにできるだけオンデマンド教材を利用し，対面では知識を活用し
て問題解決に取り組むような課題を実施するようにしている。結果を見ていて，授業の目的ややり方を伝えた
「つもり」になっている（実際は分かっていない部分もある）ことがわかったので，今後はより明確に，伝わるよ
うに工夫したい。

授業の目標やねらい、評価基準などを学生が理解したうえで学習に取り組めるように毎回伝えるようにして
いる。また、授業の目標と学習活動や評価が一体化するような工夫をしている。しかしながら、複数名で授業
を担当しているものについては、十分にそれができない点もあるので、その点を改善したい。

アクティブラーニングを多く取り入れている資料が多くスライドが速いと意見があったので、改善したい

今回アンケートの対象としたソーシャルワーク演習Ⅰでは、すべての時間をアクティブラーニング形式で行
い、ペアワーク・振り返りと理論的解説を交互に行っている。理論と実践を結び付けて、援助の基礎であるコ
ミュニケーションを学べるように授業を構成しているところが工夫しているところだ。学生の【積極性】を問う
設問では、とてもそう思う25.0% (5/20)，ややそう思う45.0% (9/20)，どちらともいえない10.0%
(2/20)，あまりそう思わない10.0% (2/20)，まったくそう思わない0.0% (0/20)，未回答10.0%
(2/20)という結果だった。ほとんどの学生は積極的に取り組めたと答えているが、あまりそう思わないと回答
した者が10%いたことは驚きであった。この授業の形態で積極的になれないのなら、ほかのどんな授業でも
積極的にはなれないだろう。「学修者本位」というが、これ以上、どこまでサービスすればよいの見当がつか
ない。

アンケートの実施について、しっかりと学生に伝えることができていませんでしたので、回答人数が５人という
少ない人数で申し訳ありませんでした。小中学校に勤務をしていましたので、その中で感じたこと、特に小１
プロブレㇺの軽減やアプローチカリキュラムやスタートカリキュラムについて、もう少し具体的に考える内容を
組み入れると良かったと思いました。大学でしかできないことを…と思い、制作や演習が多かったことも、今
後は見直していきたいと思います。５名の中で、授業内容が役に立たなかったと回答した学生が１名いまし
た。その中で、具体的な授業の内容まで記されていませんでしたので、自分なりに反省する中では、他の授
業でも取り上げられた内容があったことを知りました。そういった点も含め、よりよい学びの場となるよう研鑽
を積んでいきたいと思います。
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授業方法について独自に工夫している点とアンケート結果を受けての改善点

①幼児教育学　全体的に「とてもそう思う」「ややそう思う」が主に選択されていた。特に授業の満足度（問
3）では全て「とてもそう思う」が選択されていた。授業は主に講義形式で行ったが、内容に関連した実践の
紹介や、グループワークを取り入れることで、体験を通じて学びを深めることを意識した。これらの内容に関す
る肯定的な意見も見られたため、今後の授業構成に生かしていきたい。
②幼児と言葉　全体的に「とてもそう思う」「ややそう思う」が主に選択されていた。特に授業の満足度（問3）
では全て「とてもそう思う」が選択されていた。本授業は学生が実践・発表する機会が多いため、初回授業等
で課題の取り組み方について丁寧に説明することを意識した。また、学生一人一人へのフィードバックを行う
機会を多く持つことで、個人の学びとともにクラス全体の学びが深まるようにした。

実習の授業においてはかなりの準備を要するため、個別に指導時間を設けている。実習に行く日について
は、リソースルームのボランティアとの兼ね合いもあるので、希望を取ることはできないが、それについての説
明をしっかりとしようと思う。

講義形式のみではなく、実践的なスキルの習得ができることや模擬授業など授業開発力を引き出すもの、ま
た、特に教職実践演習では、現場感覚を養う実践的知見が必要であると考え工夫してきたつもりである。ア
ンケート結果を見てもほぼ満足と答えている割合が高かったので、引き続き、学生の実態を踏まえながらより
有益で魅力的な内容の工夫をしていきたい。

実践的な内容を多く取り入れ、体験から得た学びとその裏付けとなる理論の解説によって理解できるような
授業内容を目指している。今回、学生に授業アンケートを呼びかけて授業内で時間を取ったにも拘らず、大
半が未回答だったことは残念だった。回答数が少ないため評価が難しいが、授業で学びがあったという声が
あったことは励みになる。反対に「授業内容が保育の実践と結びつかなかった」という自由記述からは、授業
内での説明不足や方法改善の必要性を感じたため次年度に活かしたいと思う。

授業資料は，可能な限り，図や写真を多くし，受講者がイメージしやすいようにしている．

最新の研究動向を踏まえた理論と実践の往還に心掛けている。グルーワークの時間を増やすことを検討す
る。

オセアニア地誌を題材にした地誌学特論では，受講生が中学校～高校地理で実際に教えられるようになる
ことを，常に意識して授業した．

生涯学習概論において、シラバスに記載しているように多面的な学習方法をとっている。授業内容が多い、
各自が用意する配付資料が負担だという意見については、参加型学習についての基本的理解を深める必
要があると思う。また、２月１３日の地域社会教育企画案の発表のために１月２３日に課題提示を行ったが、
予備討論を１月３０日としたため、課題提示を早くしてほしいという意見があった。発表までには３週間の期
間をとっているので企画案作成に向けてよりていねいに説明をする必要があると思う。
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授業方法について独自に工夫している点とアンケート結果を受けての改善点

今年度後期は，大学院授業では2名の教員で「臨床心理基礎実習II」を担当した。その他，学部で3・4年ゼ
ミ，大学院で修士1・2年ゼミを担当した。 「臨床心理学基礎実習II」は，学内実習機関として設置されてい
る心理教育相談室における地域からの来談者の初回面接について，ガイダンスや講義を行うとともに，実際
に初回面接を実施した担当院生が該当ケースについて報告し，臨床心理学コースの修士1・2年計37名で
その対応や想定される状態・状況について多面的に検討する場となっている。本授業における工夫として，心
理学の書籍や論文に出てくるような状態像や診断名であっても教科書的に対応できるものではなく，その他
の個人特性や家族背景，生活環境など多様な要因が関連しうることを伝え，正解が見えないがゆえに院生
からの様々な質問・意見やディスカッションを行うことの重要性を示して取り組んだ。構成としては先に担当
院生からケースの初回面接実施の発表を行い，次に院生から様々な疑問・不明点などについて質問や意見
が提示され，最後に教員からの助言がなされるという流れを作っている。教員としては，いかに院生からの質
問・意見を活発に提示されるかを重要な点とし，適宜院生からの質問・意見についての補足やサポートを
行った。初回面接の検証は心理職の有資格者でも完ぺきにこなすことは難しいものであるが，授業評価はお
おむね高い結果が得られた。一方で，院生が37名と多人数であることから，全ての院生が質問・意見を提示
する時間を取ることが困難であり，それゆえに様々な考えを持ちつつも授業の場で表現する機会が得られな
い院生もいることが残念ではある。こうした拾いきれない点については，事後に提出される課題レポートにて
記載されるものの，提示される質問や意見により他の院生が新たな視点や考えを得る機会ともなるため，よ
り多様な院生の参画が可能な工夫が求められる。

　各講義では，課題レポートや授業レポートを設定している。また講義は一斉指導に留まらず，グーループワー
クなどを取り入れて実施している。　課題レポートについては履修者ごとに実施時間に分布がみられており，
今後は課題レポートに費やす時間等を考慮していく予定である。　なお授業形態については，今後も多角的
に学習指導方法を取り入れた講義を展開してく予定である。

シラバスに沿った授業を心掛けるため、授業冒頭に講義範囲の確認を心掛けている

実技演習や画像、動画等を活用し、障害のある子どもや関連するものの理解や、実践の内容等について分
かりやすいように意識している。

日ごろから学生に考えさせる授業を心がけているが、アンケートではやや一方的な講義だったという意見も
あり、学生への問いかけや発言の引き出し方についてもっと工夫する必要を感じた。

前半で理論的な学習を進め，その理論を使ったケースディスカッションを後半で行うように進めています。ま
た，いきなり後半のディスカッションに入るのではなく，前半にも数回各回で取り扱うテーマに関わるディス
カッションを取り入れつつ，段階的に深い議論ができるよう組み立てています。また，様々な教育場面のイメー
ジを持てるよう，視聴覚教材も適宜取り入れ，受講生が視野を広く持ち，メディアなどの情報にも関心を持て
るようにしました。後半のグループディスカッションについては概ね高評価をいただいていますが，グループの
分け方や振り返りシートの設定などについては，アンケートで提案されている方法も取り入れながら，より受
講生が参加しやすい形を検討していきたいと思います。
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授業方法について独自に工夫している点とアンケート結果を受けての改善点

昨年同様、単独で実施する授業はアセスメント関連の科目であった。過去に記述ずみなので、詳細は割愛す
る。学生のアンケートの回答率は、周知しても、非常に周知度が低かった。ただ、自由記述を見ると、資料の誤
字等の指摘があったことから留意したいと思った。

模擬授業を中心においた授業において、授業外学修時間が想定よりも短いことが気になりました。そのた
め、授業外学修時間の確保という観点から、改善の余地があると考えています。他の授業との兼ね合いもあ
るため、授業の全期間で一律に時間を増やすのではなく、授業案を提出する前後において集中的に学修時
間を確保できるよう、メリハリをつけた課題内容や授業運営の工夫を図りたいと考えています。

授業方法としては、政策と理論と実践を繋いで考えさせること、さらにそのつなげ方には多様な考え方がある
ことを受講生に理解させる工夫を心がけている。ある主流となりつつある教育課程の政策、理論、実践を提
示した上で、それとは異なる立場の理論や実践を提示する。そして、何が論点なのかを考える流れを15回の
なかで複数行うことを試みている。このクラスは養護教育専攻と高校専攻のミックスクラスであった。そのた
め、教育課程の問題をとりわけ授業を創ることに焦点化した授業構成が養護教諭専攻の受講生にはわかり
にくかったようである。取り上げる事例を工夫するなど試みたい。

ものづくりの基礎と作品制作の指導を中心に授業を展開しました。図画工作・美術が専門ではない学生が
多く受講していることもあり、単元の最初には基礎練習と解説の時間を設けました。基礎練習では道具の扱
い方や表現のコツを伝えながら皆で同じものづくりを行い、基礎的な技法の理解と体得を目指しました。そこ
から、応用作品を制作するにあたり見本作品を見せながら丁寧に解説をしました。また、制作課題の評価観
点も先に学生に伝えることにより、学生はどこに注意して作品を作ればよいのかを分かりやすく示しました。
学生アンケートから、「楽しく取り組めた」「一から丁寧に教えてくださった点が良かった」など、満足度の高
いコメントが寄せられました。

できるだけ学生からのフィードバックを重視しています。ただ、今回はアンケートについて学生に私の方から促
さなかったため、提出率が極めて低くなりました。そのため結果について具体的な評価は差し控えたいと思い
ます。次回は多くの受講生がアンケートに答えるように声掛けをしたいと思います。

授業の最後に出席課題を実施し、「今日の授業で最も印象にのことったこと」を書いてもらうようにしている。
回答結果からワードクラウドを生成し、次回授業の冒頭に前回の復習として提示することで、前時の内容を
振り返ることができるようにしている。授業外学習時間が充実するよう課題の出し方を工夫したい。

毎回ではないが、講義の内容で理解したことについての意見交流が図れるよう努めている。アンケート結果
については、周知を失念したため、回答数が少なく、参考となる改善点を検討することが困難である。しかし、
期末テストの解答用紙に授業の振り返りなどを記入する欄を設けた（採点には影響しない）ため、印象に
残っている授業テーマ等が把握することができた。多くは、意見交流を行った授業回や身近なテーマを扱っ
た授業回を挙げていたため、そういった学生が主体的に授業に臨める工夫を行いたい。
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授業方法について独自に工夫している点とアンケート結果を受けての改善点

講義・演習以外での自主的な学修を促すような、「考える」課題を出すために工夫が必要であると感じてい
ます。

アンケートを行った授業は1年生のL科目であり、自専攻でない学生を対象に継続的に行っている。同時間
帯に担当者の異なる複数授業の開講があるが、例年定員が埋まる受講数となるが、本年度は２割程度受講
者数減となった。数年前より、ワークシートの配布、インターネットを使った調べ学習、グループでの意見集約、
発表の流れで、ワークシートをまとめさせる方式を取ってきたが、予想以上のAIの普及により調べ学習におけ
る授業中での調べが知識の定着につながるかについて疑問を感じた。そのため、あえて「AIを使って調べま
しょう」という問いかけをし、次に「AIの答えに対する満足度」を問うと、期待した答えではないと思うものが
少なからずいることが見えてきた。そこで、「あなたが希望する的確な答えが返ってくるようにAIに聞き方を変
えて問いかけなさい」という問いを与えることで、学生たちはAIとの対話について、問いかけ方を変えることに
気が付かせることができたように見えた。さらには、グループ内で異なるAIを使って問いかけをし、得られた
回答について比較するなどの指示を出したところ、自分たちが詳しくない領域の内容についても複数のAIを
複数の人で検索させることで知識の幅が広がることが見えてきたようであった。アンケート結果は、希望した
授業ではなくまわってきたであろう学生が混じる状況であったが、大半の学生が満足度が高く、比較的に積
極的に参加したと答えており、授業内容に近い専攻の学生のみならず他専攻の学生にも苦痛すぎることのな
い授業になったのではないかと自己評価した。今回のAIの使い方については、予定していなかったものであ
るが、来年度以降の授業に組み込んでいくことを検討し、授業改善に取り組むことも検討する予定である。

国文学演習Ａ１では、文学作品について先行研究（論文）の要約・評価、またその作品についての考察をグ
ループで発表し、質疑応答やフィードバックから、作品を多角的に捉えられるような活動を意識している。アン
ケートでは、授業への満足感や、有意義だったかどうかに関する問で、そう思う・ややそう思うの回答率が高
く、文献の扱い方・考察の仕方など、研究の基礎的な部分への理解を深められた可能性が高いと思われる。
また文献の要約が課題に含まれているが、現在は生成ＡＩで要約をすることも可能なので、必要かどうか迷う
部分もあった（授業では、まずは自分で要約を試し、より適切な要約について考える機会とするため、生成ＡＩ
は用いずに要約することを原則としている）。しかし自由記述欄では、要約する力に不安があったが力が身に
付いたと思うなど、肯定的なコメントもあったので、今後も生成ＡＩの普及状況をふまえつつ、より良い要約を
判断する力をつけるためにも、何らかの形で要約課題を用いていきたい。
なお、現在の後期担当授業は、ほとんどが少人数科目であること、多人数科目である読書と豊かな人間性
は、司書教諭科目用のE-Learningサイトで別途アンケートを採っており、学務ネットでの回答数は少ないこ
とから、他の科目についての記載は割愛する。ただし読書と豊かな人間性で行っている、ビブリオバトル・ブッ
クトークを行ったフィールドワークは、参加者からは楽しんで学ぶことができたという声があるため、引き続き
実施したい。
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